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「国際金融」授業の試行錯誤 

 

文京学院大学経営学部教授 

IIMA 客員研究員 絹川 直良 

現勤務先では、小職担当の「金融」の入門的授業を履修した 3 年次､4 年次の学生を対象

として、「国際金融」の授業を担当している。 

15 回相当の授業のうち、最初の 3 分の 1 は、クロス円相場や米ドル円の先物相場を求め

ることができるようになることを一つの具体的な可視化できる目標として、「外国為替取引

は 2 つの通貨ペアの売買」というところから始めている。 

後半の授業では企業の外国為替リスク管理を取り上げ、輸出、輸入、多国籍企業の例を示

して考えさせている。版を重ねている国際通貨研究所編「外国為替の知識」を教科書として

いるが、第 4 章企業財務と外国為替の実践編ということになる。 

後半授業では、2002 年 6 月に国際通貨研究所報告書をまとめた「財務省委嘱－円の国際

化推進勉強会」に登場された方々のプレゼンテーションや質疑応答を教材にしている（同報

告書は、数年前まで財務省のホームページで閲覧可能であった）。事務局の一員として、こ

の研究会の多くに直接接することができたことで、それぞれのプレゼンテーションから強

い印象を受けている。 

クロス円の相場を最初に必ず取り上げるようになったのは、中国他の海外よりの留学生

はすぐに理解するのに、日本人学生の中に、すぐに理解できない学生が多いためである。日

本円、韓国ウオン、中国人民元などは一米ドルがその通貨でいくら、という表記になるが、

ユーロ、英ポンド、豪州ドルなどはその国の通貨が、米ドルでいくらという表記になるため、

クロス円の計算を 100％マスターできない学生が必ず登場する。 

外国為替市場は 24 時間開いている、というところでは、時差を取り上げ、地球儀を映写

して、世界の主要外国為替市場で最初にオープンするのはどこ、最後はどこ、東京とロンド

ン、東京の時差は何時間、夏時間の場合は、といったことも扱う。英語が多少できる程度で

は国際化に対応できないと考えているからでもあるが、そういうことを教える教員が他に

いないようで、とりあえず学生の興味関心を惹きつけることには成功している。 

「円の国際化推進勉強会」でのケーススタディについてはアップデートが必要であるが、

古くなっている可能性があることを意識しながら使っている。総合電器メーカー内での「実
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勢レート」「予算レート」「社内カンパニー予約レート」はそれぞれ何を指すか、といった設

問は、学生達にリスク管理の実際を考えさせるには有用なようである。大手石油元売りによ

る、中東からの原油の輸入、精製、末端での販売までの計 145 日間の流れも、さまざまな材

料を提供してくれる（以下はこの説明を元に作成したもの）。 

 

さらに、数年前より「橋本メソッド」＊を導入し、まず、学生ペアにレジメを作らせるこ

ととした。教科書の指定箇所と指定参考資料は必ず参照して作成することが条件。次に、レ

ジメで合格したもの 2 件については、学生ペアが他の履修者の前で発表し、他の履修者か

らの質問やコメントに答える。レジメを棒読みする例もあるが、どうみても、私が授業を行

うよりも、学生ペアが発表した方が、熱心に聞いている学生が間違いなく多い。こうなると

私が伝える知識は限られるが、いくら私が多くを伝えても、それを学生達が受け止めなけれ

ば意味がないわけで、これはやむを得ないことだろうと考え、国際金融も「橋本メソッド」

に移行した。学生達から見ると、レジメ合格、発表の評価、質問・コメントで基本的に決まっ

た加点がされることで、成績評価がブラックボックス化しないという利点がある。 

 さて、今年は、新型コロナウイルス感染拡大で、対面授業はこれまで実施出来ず、4～7 月

中はオンライン授業（遠隔授業）を行うこととなった。授業内容も大幅変更を迫られた。配

付資料に加えて、オンデマンド方式の動画（10～15 分程度の長さ）を 2、3 本作成し、解説

を加える。その上で、いろいろな問題に向かわせる。ライブ双方向で行う授業も担当してい

るが、学生側の自宅での通信環境が時に悪化することがあり、その場合の備えが必要になっ

た。関連して、上記の学生ペアの発表が物理的に難しくなり、「橋本メソッド」方式も大幅

に変更を余儀なくされた。後期授業は、どうしたものか。遠隔授業の長期化が予想される中、

学生だけでなく教員の負担も小さくない。しかし、失うものがある一方で、新たに得られる

ものもあり、工夫していくしかない。 
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＊：橋本勝氏は冨山大学教授。橋本勝編「ライト・アクティブラーニングのすすめ」（ナカ

ニシヤ出版）https://evaweb.u-toyama.ac.jp/html/100000533_ja.html 

以上 

（IIMA メールマガジンへの寄稿） 
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